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1　は　じ　め　に

　胎児の発育度，とくに成熟の度合いを知るための手段

は従来からいろいろと考えられている。最近の研究によ

る羊水からの諸情報は，生理的な月台児麟と直接開連す

るものとして貴重である。たとえぱ，羊水中のクレアチ

ニン濃度は，胎児体重と密接に関遠するといわれ，さら

に燐脂質の比率は胎児の肺成熟を示す指標になるといわ

れている。’

　しかし，こうした特殊な手段と方法は，いまだ実験的

段階といわざるを得ないし∫子宮内の胎児の発育を数量

的に表現するにはまだ遠いと考えられる。結局，臨床の

場にあって胎児の発育の度合を推定するためには・依然

として触診その他で推測される胎児体重の大いさによる

以外はないといってよい。体重が直接，胎児発育と相関

するか否かにはまだ閥題が残されているが，現実として

成熟児と未熟児の区別が生下時体重で規定されているよ

うに，最も有力な胎児発育の指標であることは疑いえな

い。まして産科臨床にはもうひζつの面で胎児体重を必

要とする理由がある。それは，分娩の要素のひとつであ

る通過物Passengerとしての胎児の大きさを示すから

である。ここにおいて胎児体重は微妙な差で分娩の難易

を決定するものとなる。産科臨床の場において，分娩の

時期とその難易を判断することは日常迫られることであ

って，われわれは従来，骨盤のレントゲン計測値と触診

や外計測によウ推定された児の大きさとから経験的に判

断していたわけである。

　しかし，骨盤の大きさが曲り なりにも客観的数値をも

って表現されるのに対して，胎児の大きさについては従

来あまりにも主観的な判断がなされてきた。この部分に

計量的な数値を用いることが可能ならば，われわれはよ

りよい判断を下すことができるようになるであろう。超

音波断層法による児頭計測は，この意味で進歩してきた

技術である。しかし，’とめガ法もまた特殊な器具を用い

るという点でまだ一般化するにいたっていなヤ・。一、

　上述のような点をふまえてわれわれは，日常容易に得

られる臨床的な諸データから，胎児体重を客観的に知る

べく．次の検討を行ってみたo
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E　inputされた情報とその質について

　産科外来における子宮底長や腹囲の計測は，それらの

数値が，胎児体重と正の相関を有するという経験的事実

から行われるものである。もちろん母体重の測定も同じ

意味をもっている。そのほかに一般的に，胎児発育に影

響を与える母体の生物学的特性として，経産回数（胎児

の出産順位），母体年齢，身長，栄養状態，疾病などが

あ窮そして何より増して妊娠持続期問（胎児の在胎期

間）があげられる。さらに経産婦の揚合は，前回分娩の

児の生下時体重も多分大きな意義を有するであろう。こ

のような母体および胎児自身に関する情報は，日常容易

に得られるものであり（栄養状態や合併症を除いては）

いずれも数量的に表現することができる情報群である。

　そこでわれわれは，これらの情報群から胎児体重を客

観的に予測すべく，多数例の統計を背景として数量的分

析を行なったのである。統計的分析の対象とした症例

は・昭和42年と43年の2年間に束京大学塵科において出

産した1・900例と・昭和45年と46年の2年問に愛育病降

において出産した1，800例（いずれも単胎出産）のうち

データの完備した合計3，507例である。もちろん胎児発

育度の目標とし て，胎児体重（生下時体重）を予測変数

としたが，そのほかに肩甲周囲，児頭周囲およぴ児頭大

横径をもとりあげた。そしてこれらを推定するための基

本的な臨床情報としては，（1）妊娠末期の子宮底長，（2）妊

娠末期の腹囲，（3）妊娠末期の母体体重，て41母体身長，（5）

母体年齢・（61経産回数，およぴ171経産婦の場合の直近分

娩での児体重をとりあげた。

第1表　緒変数の平均値及び標準偏差（東大病院）

　第1・2表は，両施設におけるこれら諸変数の平均値

などを示したものである。

　一般的にいって，両施設の患者層はよく似ているとい

ってさしつかえないが・経産回数の平均が東京大学では

0・59，0・56と愛育病院の0，71，0．67にくらべていく分低

く，東大群の方が初産婦を多く含むであろうことが推測

される。また，胎児在胎日数の標準偏差をみると，東京

大学では13．65，18，30であ堕，愛育病院では9．87，9．78

と東大群の方が多いバラツキを示している。これは，束

京大学が早産や予定日超過妊娠などの異常妊娠持続の症

例が集まるようなセンター的性格をもつのにたいし，愛

育病院では逆に保健管理を表看板としヲ予定日超過にも

積極的な方針で臨んだためであろうと考えられる。しか

しシこのような差はみとめられるが，この研究目標とし

ての胎児発育にかかわる分析を行うために，年度の異な

る2施設の資料を用いたことが本質的な不都合をきたす

ことはないといってよいであろう。

　第3表は，これら諸変数の相互の相関行列である。児

体重に対して，子宮底長，腹囲，身畏，母体重，年齢，

経産回数，在胎目数のいずれも有意の正の相関をもち，

これら変数をParameterとしてとりあげたことが意味

のあることを示している。また予測変数である児頭の横

径と周囲，蔚甲周囲およぴ児体重の4者はそれぞれ高度

に有意の相関をもつことも知れ，それぞれが発育度の指

標として有意義なことがわかる。児体重との相関の度合

については・最も大きいのが子宮底長（0・508）で、次が

第2衰　諸変数の平均値及び標準偏差（愛育病院）

子宮底畏

腹　　囲

身　長

体　　重

β3・6（2．52）

92，1（5，27）

155，4（4．95）

60、0（6，15）

33．1（2，29）

90．9（5．17）

154．5（4．88）

59．8（6，66）

年　　齢 28．7（4，15） 28，7（4、17）

経産回数 0．59（0，767） 0，56（0．722）

在胎日数 280，4（13．65） 276，6（18．30）

児頭周囲 33．3（L42） 33、3（L29）

児体重 3，175，0（410，9） 3，168、1（404，2）

子宮底長

腹　　囲

身　　長

体　　重

年　　齢

経産回数

在胎日数

児頭周囲

児体電

　32、6（2，41）

　91．9（4，9Q）

　156・0（4．79）

　59，4（6．18）

　28，7（3、84）

　0，71（0，783）

　277，7（9、87）

　34．0（1．42）

3，189，3（410．8）

　32．4（2．4工）

　　9L8（5ユ9）

　156・1（4、70）

　　59，3（6，17）

　　28，4（3。72）

　0、67（0．743）

　277，8（9，78）

　33，9（L33）

3，172．4（388，2）
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陣鯛腹囲 身長1体重年 齢経産回 台日獺頭網児醐騰甲舳1児体重

子宮底畏 1，000 0，451 一〇，008 0，294 0，098 0，043 0，128 0，165 0，316 0，330 0，508

腹　　囲
1rODO

0，148 0，748 0，211 0，196 0，103 0，168 0，320 ・0，313 0，457

身　　長 1，000 0，490 一〇．123 一〇．063 0，036 0ユ35 0，135 0，1巽4

体　　重 1，000 0，051 0，105 0，081 0，169 0，240 0，266 0・329

年　　齢 1，000 0，381 一〇．097 一〇．011 0，046 0，031 0，022

経産回敬
1000 ＿O　O92 0052 0161 0，114 0，131

在胎日数

児頭横径

児頭周囲

肩甲周囲

児体重

1，000　0．158　0．206　0，173　0，254

工，000　　　0，357　　　0、434　　　0，333

1，000　0．390　0．604

1，0DO O・653

1，000

腹囲（0・457），．在胎日数，母体体重の順で，身長，年

齢経産回数は低い値となっている。在胎日数が比較的

低い相闘係数であるが，これは資料そのものが大部分満

期産で， 流産例を含まないため，在胎日数による変動が

大きくひびかないのであろうQ

皿　諸変数の児体重に対する重回帰式

　第4表は，児体重と相関の大きい項臥すなわち子宮

底長，腹囲，身長，体重，在胎週数のそれぞれについて

児体窒に対する回帰方程式を作成した結果である。子宮

底長についてみると，単回帰式では一次のX項の係数は

190，3で，子宮底が1㎝高くなるにつれ，児体重は平均909

増量することがわかるq第4表中の寄与率は相関係数を

二乗したもので，子宮底長に関する寄与率が0，288とい

うことは子宮底長が児体重の変動の約30％しか説明して

第4衰

児体重に対する回帰方程式
　ラ＝β。＋β、X＋β2×2＋β3×3

β。1β・　釧β3

寄
与
率R2

標
準
誤
差

腹囲
35司 ・・2・41365・3

1－1・・8251一
身長 ユ3・6・41伽1 1砺・214・5・2

体重・9・5・221・31

　　　－415・81g・・2

1 1・・エ・9386・4

1・・113i385・7

いないことを示ず。伺様に腹囲は約20％，身長はわずか

に1ヲ6，体重と在胎週数はそれぞれ約11覧ということに

なる。つぎにこの回帰式の精度をたかめるために・児体

重を推定することは球状の子宮体積を推定すると考え，

円弧の一部に相当する子宮底長については三乗の項まで

考慮した回帰式を作成した。第4表の子宮底長の下衆の

列がそのβ係数（これは正規化した変量に対するもの）で

ある。これによって寄与率は0’299とわずかに上昇する。

腹囲についても同様のことから，三乗の項ま で考慮し

た。そこで，これらの変数群とその二乗ナ三乗の項・さ

らに経産の場合瞳直近の分娩における児体重を加味セた

重回帰式を作成してみた。第5表は，その最大の変数群に

おける重回帰式である。策6表にみるように重相関係数

は最大0，668となり，これにより児体重を推定しようとす

るときは80％， 信頼区間が±約3809となる。児頭周囲・

肩甲周囲｝児頭横径のおのおのに対しても同様に重回帰

式を作成してみたが・これは予測に役立つほど高い相関

はえられなかった。

　児体重についてのこの予測の推定幅は必ずしも満足す

べきものではない。この精度をたかめるには，どのよう

なことを考えたらよいであろうか。 それを検尉するため』

に各変数毎にデ｛タの敵布図を画いてみたものが第1・

一、61〒L
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第5－1衷　児体重推定のための重1璽1帰式に使用した

　　　ー説明変数群

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

～
16

x1＝子宮底長（㎝）

x2＝腹囲（㎝）

x3＝身長（㎝）

x4＝体霊（kg）

x5＝年齢

x6＝経産回数

x7＝在胎週数

XS＝Xi2

Xg旨Xヱ3

×10＝X22

×11＝X23

x夏2

～昌直近分娩の児体重に対するダミー変数
X星6

第5－2衷胎児体重を推定する16変数を使用した場

　　　合の重回録式

　　　　簿＋s、潮楽）

」 βε 一x乞 S5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

一7．099

　7，277
　0，155
－0．105
－0．056
－0．034

　0．142
　16．659
－13，858
－9．207

　6，857
　0．051
　0．054
　0．156
　0．180
　0．086

　 33．4　　　　　　　　　2，42

　91，5　　　　　　　　5．26

　154，5　　　　　　4．92
　59．9　　　　　　　　　6．58

　28．7　　　　　4，16
　0．572　　　　　　　0．745
　280，0　　　　　　　　　16．14

L118，4　　　　　163．10
8，395．7　　　　　973．94
　377．0　　　　　　　83，76
7，73工，3　　　　　　1，360，25

　0．016　　　　　　　0，126
　0．098　　　　　　　　0．298

　0．194　　　　　　　0，395

　0．070　　　　　　　0．254

　0．064　　　　　　　0．244

Y S

3171，5 407，5

第6衷　諸変数の組合せによる重相関係数の変化

変

数

群

の

組

合

せ

変個
数
の数

変 数 群
児体重との

X・一X71×8・XgIX…Xユ・IX・2－X・6重欄係数

7 0 i ・・6231

F値 F値

78・611・・414125・4

』主」…

｛十｛十判rI
・・6481遡1 ・・4171

16．4

0 ・・66・い7唄1・・4551 15．9

0 ・・659D6・gl！・・4551 15，9

16 0
・1・ o ・・668い3・211・・45gI 14．4

2・3図である・かりに子宮底長と児体重との散布図（第1

図）についてみると，全体としては前述のように子宮底

畏が1㎝上昇するごとに児体重は約90g増加するわけで

あるが，この図のように，子宮底34．5㎝までは直線的に

1㎝につき約1109の増加がみられるが，それ以上では，

児体重の増加率は低くなって，1㎝につき50g弱の増加

しかみられない。このように児体重との関係が線型でな

くなる場合は他の変数についてもみとめられる。とくに

経産回数との関係をみると，2回経産までは経産回数と

ともに児体重の増加がみられるが・4回目の出産ではむ

しろ前回に比して児体重は減少さえしている。

　本来重回帰式は・目的変量と説明変量の間の直線回帰

を仮定しているものであるから，このような曲線回帰が

みられるデータに対しては・各変量の変域をいくつかの

区分に分割して，各区分に特定の数値を附与する数量化

がのぞましいと考えた。そこで子宮底長は28㎝から39㎝

まで1㎝きざみの13区分のカテゴ既一に，腹囲は5㎝問

隔で6区分のカテゴリーに，以下身長，年齢，体重，経

産回数，在胎週数をそれぞれ6，6，8，4のカテゴリー

に分割して数量化した（第7表）。

　これは正規化された変量に対するもので，したがって

実際の推定値をもとめるためには該当する係数aiJに標

準偏差をかけたものの代数和から一定常数を引くことに

よってえられる。第4図は子宮底長と経産回数について

それぞれの係数をグラフに表示したものであるが，これ

によって児体重との関係が線型でないことが，より強調

されたかたちで認識される。

　このような操作によって，児体重への重回帰の重相関

一62一
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アイテム’

aiコ

アイ．テム
カ『

a1」

アイテム

aij

　　I

アイテム

カ、

　　　　一28＿遡
　　　28＿29　＿0．161腹

子29－30　－0・1751

　　　30一＄エ　ー0．1961
　　　　　　　　　　　　1
　　　31－32　－0，1681囲

底34－35。1231
　　　　　　　＿一瓢身

邑一奥
憂　36－37　0・158・

i……1妻

　一55　　　　　－0，251

85－90　　　　　－0．237

90－95　　　　　　0，064

95－1QO　　　　　O．195

、15＿1。5一粛
1。5一　。．。391

　　　　一50　　　　　－0，142

体50－53－0・真52

一150 一。，。6。1
一〇．093

53－56　　　　　－0．110

56－59　　　　　－0．083

59－62　　　　　　0．048

重

150－155

155－1571
　　　1

＿0，0051

　　　～

62－65 0．072

65－68 0．128

68＿ 0．239

年齢

一25 一〇．019

25－27 一〇，055

27－29 一〇．0工6

29＿31 0，032

31－33 0，036

33一 O，022

　　　　0
経
産　　1
回　一
数　　2

　　　　3＿

　　　　一37

在　37－38．

　　r38－39

胎
　　　39－40

週　44－41

　　4工一42
数

　　42－43

　　43一

　aij

＿0，工74

　0．129

　0，081

－0．036

－0。232

－0．19工

一〇，105

－0．002

　0．136

　0．工27

　0．067

　0．200

重相関係数0、698

標準誤差　288．5

第8表　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5－1図
MINIC

MPUTERTOSBAC－40はる・UTPUT　　＿【s＿1。＿【T＾“ε一…＿・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P久マ！ξ閥Tgs　 閥A■し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1瞠Pリマ　マ麗【　閥ξXT　DATA
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係数は0，698にまで高められ，その結果・すべてのデー

タが平均値である中心において80％，信頼区問は約350g

にまで短縮することができた。

W　臨床への直接応用

　上記の結果を日常臨床に苞ちに応用するには・この重

』回帰式に各症例のデータを代入し計算すれぱよいのであ

るが，それはあまりに繁雑である。そこで，われわれは

東大産科病棟に設置してあるミニコンにその計算過程の

プログラムを内蔵させ，第8豪のようなoutp就をえら

れるようにした。児体重の推定のみならず，その信頼区

間，低体重児や巨大児の確率まさこれにより瞬時に計算

されて，分娩棟の端末機に回答されてくる。第5図はそ

の1 例のinputとoutputとを示したものである。

V　お　わ　り　に

　以上のように，われわれの行った，重回帰分析および

その数壼化による胎児発育度予測の試ろみについて述べ

一たが，もちろんこれのみでまだ十分満足のゆく結果では

ない。多変量を扱うこの場合においても，胎児発育によ

く相関する他の情報はまだまだ多い。それらをパラメー

ターに加え，バックグランドとなる症例数をより増やす

ことによってさらに精確な予測が期待できるものと思

う◇
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